
「ありがとう」の気持ちを胸に 

校 長  大 島 恵 子  
  

2月は校庭にも積もるほどの雪が降り冬本番の寒さの日があったかと思えば、春を飛び越して初夏が来たの

かと間違えるくらいの暖かさの日があるなど気温が目まぐるしく変わった忙しい一ヵ月でした。今、正門横の桜

は少しずつ蕾を膨らませ開花の準備を進めています。あともう少しすれば、見事な花を咲かせることでしょう。い

よいよ今年度のまとめとなる３月を迎えます。この時期教室では子どもたちが一年をふり返り、自分や友達の成

長や頑張りを実感し、認め合う活動が様々な場面で見られます。自分たちの成長に気付くと共に、そこにはたく

さんの支えがあったことに子どもたちは気付き、感謝の思いを膨らませています。いつもより、さらに「ありがとう」

を聞くことが増える優しい季節がやってきました。 

 

６年生にありがとう 

先日縦割り活動最後の「ラストなかよし」がありました。一年間、活動をリードしてくれた６年生に１～５年生が

感謝の気持ちを伝えました。うまく伝わるように何度も練習し、しっかり「ありがとう」の気持ちを伝えた下級生た

ちに、６年生はこれからも頑張ってねと優しいメッセージをくれました。５年生は自分たちにバトンが渡されたこと

を実感し、４月から最上級生となる心の準備を整えています。6 年生の卒業を祝う取組も各学年進めています。 

学援隊の皆様にありがとう 

いつも登下校を見守ってくださっている学援隊の皆様に全校のみんなで感謝のお手紙を書きました。暑い日

も寒い日も、優しく温かく見守ってくださる地域の皆様に子どもたちは安心感を抱き、それが「自分たちは地域

から大切に思われている。ありがたいね。」という思いにつながっています。 

みんなにありがとう 

２月２９日に６年生が「感謝の会」を開きました。卒業を目前に控え自分の成長を支えてくれたお家の人、先

生、友達、地域の方に感謝と成長を伝えようという会でした。卒業という大きな節目を迎えた６年生には、いろん

な人の支えがあって今の自分がいることに改めて気付き、これからの

自分の生き方を見つめてほしいと思います。 

 

  私がここでご紹介したものは、ほんの一例です。子どもたちには「あ

りがとう」の気持ちを胸に新しいスタートを切ってほしいと思います。 

令和５年度も保護者の皆様、地域の皆様にご理解ご協力いただき、

子どもたちの周りにたくさんの「ありがとう」があふれていたことに深く

感謝申し上げます。来年度も学校、家庭、地域共に連携していく中で、

健やかに子どもたちを育んでいけますよう、どうぞよろしくお願いいたし 

ます。 
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学校の桜よりも一足早く 

平戸永谷川の河津桜が満開です。 
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